
＜参考資料＞ 

新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安 

 

 

１．相談・受診の前に心がけていただきたいこと 

 

○発熱等の風邪症状が見られるときは、学校や会社を休み外出を控える。 

 

○発熱等の風邪症状が見られたら、毎日、体温を測定して記録しておく。 

 

○基礎疾患（持病）をお持ちの方で症状に変化がある方、新型コロナウイルス感染症以外の病気

が心配な方は、まずは、かかりつけ医等に電話で御相談ください。 

 

 

２．帰国者・接触者相談センター等に御相談いただく目安 

 

○少なくとも以下のいずれかに該当する場合には、すぐに御相談ください。（これらに該当しな

い場合の相談も可能です。） 

 

☆息苦しさ（呼吸困難）、強いだるさ（倦怠感）、高熱等の強い症状のいずれかがある場合 

 

☆重症化しやすい方（※）で、発熱や咳などの比較的軽い風邪の症状がある場合 

（※）高齢者、糖尿病、心不全、呼吸器疾患（COPD等）等の基礎疾患がある方や透析を受けて

いる方、免疫抑制剤や抗がん剤等を用いている方 

 

☆上記以外の方で発熱や咳など比較的軽い風邪の症状が続く場合 

（症状が４日以上続く場合は必ずご相談ください。症状には個人差がありますので、強い症状

と思う場合にはすぐに相談してください。解熱剤などを飲み続けなければならない方も同様

です。） 

 

○相談は、帰国者・接触者相談センター（地域により名称が異なることがあります。）の他、地

域によっては、医師会や診療所等で相談を受け付けている場合もあるので、ご活用ください。 

 

≪相談窓口等詳しくは各都道府県のWeb「新型コロナウイルス感染症に関する相談窓口」等の記載

をご確認ください。≫ 

 

＜奈良県＞ 

http://www.pref.nara.jp/55410.htm 

＜大阪府＞ 

http://www.pref.osaka.lg.jp/iryo/osakakansensho/corona-denwa.html 

＜京都府＞ 

http://www.pref.kyoto.jp/kentai/news/novelcoronavirus.html 
 

厚生労働省 令和２年５月８日付事務連絡 

「新型コロナウイルス感染症についての相談・受診の目安について」より一部抜粋 
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（コミュニケーションルーム・又はカウンセリングルームで待機）

保健室前廊下に非接触性体温計、記録用紙①②準備

体調不良者が複数人いる場合は、保健室前廊下の椅子に1メートルずつ間隔を空けて座る

待機する場合は、コミュニケーションルーム１名、カウンセリングルーム１名

（学生は保健室内で待機）

かかりつけ医を受診する場合にも事前に連絡してから受診する

保護者から「発熱・帰国者・接触者相談センター」へ連絡

学校に連絡（０７４３ʷ５５ʷ６０３３もしくは６０３４）

自宅で経過を観察

・息苦しさ・強いだるさ・高熱等強い症状がある

・発熱や風邪症状が続く

・味覚や嗅覚に異常を感じる

怪我

体調不良者が発生したときの保健室の対応の流れ

発熱・風邪症状あり

担任・保護者・寮に連絡し帰宅させる 病院受診・保護者迎え依頼

（保健室内で処置）

（担任・指導教員に連絡）

体調不良者

体調不良者発生

※（①欠席届・

②「発熱・帰国者・接触者相談センター」の連絡先用紙説明

（保健室から担任・指導教員へ連絡）

③早退・欠課連絡用紙

保健室前廊下で検温



体調不良の学生への対応 

 

※保健室には入らない 

 外傷の処置については保健室内で行う。 

 

 

カウンセリングルーム コミュニケーションルーム ○ 体温計

○ 用紙①、②

保健室

飛まつ防止フィルム

〈検温スペース〉 

1. 非接触性体温計を設置。 

→症状なければ教室へ。 

2. 発熱・風邪症状がある場合は帰宅。 

自力で帰宅困難な場合は 

カウンセリングルームまたは 

コミュニケーションルームで待機。 
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